




〔研究目的〕 

本邦では成人の虚血性心疾患による死亡は年々増加の傾向にあり,今後もますます増加傾

向をとると考えられている。虚血性心疾患は動脈硬化によって起こるが,動脈硬化をきたす

もっとも大きな因子は高コレステロール血症であるといわれる。そしてこのような動脈硬

化は既に小児期から徐々に形成されることが通説となっている。当研究班ではこのような

情勢を考え,高脂血症に関連する種々の因子を分析するとともに,小児期に高脂血症を見い

だし,生活指導を行いその指針を確立することにより,動脈硬化の進展防止をはかることを

目的とする。 


